
発酵ピーケーマグ

リ ン 酸・カ リ・マ グ ネ シ ウ ム・カ ル シ ウ ム・鉄 の 肥 料

先進
の発酵リ

ン酸 飛躍的に効きめを高めた肥料調整剤…決め手は発酵

こんな時にこんな使い方

特　　　　徴

・主成分はリン酸、カリ、マグネシウム、カルシウム、鉄等です。
・【ピーケーマグ】のリン酸は、きわめて効率よく利用できる為、
チッ素過剰症をすみやかに改善し充実した木つくりができます。

・また、秋の肥料調整においては、過剰に吸収されたチッ素をすば
やく消化させ、花の肥大、花の色、ツヤ向上に効果的に働きます。

・【カリ】は、生理作用を安定かつ円滑にし、根や幹を丈夫にし、
天候不順時や病害虫に対する抵抗性を高めます。

・【マグネシウム及び鉄分】は光合成を活発にし、チッ素の消化を
助け、肥料残りを軽減します。

・【カルシウム】は、植物の細胞を丈夫にし、花ぐされや花のシミ
を予防します。また、チッ素の吸い過ぎによる葉の枯れ込みを
軽減します。

※重度のチッ素過剰症の場合は、事前に「エヌトール」で
肥料除去をすると肥料調整が円滑になります。

１．生長期（8月下旬頃まで）にチッ素過剰となった時
「葉色が濃くなってきた」「葉のフチが波打ってきた」
「葉ッパが巻き気味になってきた」などの症状が現れた時。
近年、夏の暑さは厳しく根の活力が低下する為、肥料は残りやすい。
秋にまとめて肥料調整をしようとすると大変になる。

２．秋の肥料調整
「止め肥」「追い込み肥」を与えチッ素過剰気味となる。チッ素分の消化
を図り、開花期をむかえ充実した木つくりをする為に調整します。
また花の肥大、花ぐされ予防、開花助成にもチッ素分の消化は重要です。

マグネシウムマグネシウム ＝＝ ２％２％
カ リカ リ ＝＝１０％１０％
リ ン 酸リ ン 酸 ＝＝１２％１２％
チ ッ 素チ ッ 素 ＝＝ ０％０％

肥料調整後の草姿

リン酸肥料は “発酵したか・しないか” ではその効きめは雲泥の差です。
一般的に売られているリン酸肥料は、極めて短時間で土に吸着固定され、植物の

利用できない肥料に変わってしまいます。
発酵により “必要な時に必要なだけ” 根が吸うことができる土に固定

されない効率よく効くリン酸です。

2020 年 7月

発酵はリン酸の効きめを高める決め手です。



の効果的な使い方

急いで効かせたい場合

日 照 不 足 時

突然の上位葉の枯れ込み

緩やかに長く効かせたい

肥料調整剤
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※Ｐ．Ｋ＋Ｍは根から吸わせるタイプの肥料調整剤です。
Ｐ.グリーンは灌水及び葉面散布、どちらでも使える肥料調整剤です。


